
問　

知
立
市
に
お
け
る
、
ひ
き
こ
も

り
支
援
対
策
と
し
て
の
「
ひ
き
こ
も

り
支
援
協
議
会
」
等
設
置
の
動
き
は

あ
る
か
。

答　

令
和
２
年
度
に
、
ひ
き
こ
も
り

市
町
村
支
援
員
で
構
成
さ
れ
る
「
ひ

き
こ
も
り
支
援
協
議
会
」
を
設
置
し
、

体
制
の
整
備
を
考
え
て
い
る
。
ま
た

愛
知
県
が
予
定
し
て
い
る
「
ひ
き
こ

も
り
対
応
基
礎
研
修
」
等
に
積
極
的

に
参
加
し
、
支
援
に
関
わ
る
職
員
等

の
ス
キ
ル
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問　

民
間
団
体
に
よ
る
子
ど
も
食
堂

が
開
催
さ
れ
て
い
る
が
、
市
の
関
わ

り
方
や
支
援
は
あ
る
の
か
。

答　

県
で
は
子
ど
も
食
堂
推
進
事
業

補
助
金
と
し
て
開
設
費
用
の
一
部
を

10
万
円
上
限
に
補
助
。
市
で
は
開
設

の
相
談
対
応
。
フ
※
１

ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
を

活
用
し
て
の
体
制
づ
く
り
を
検
討
。

問　

税
外
収
入
の
一
つ
と
し
て
、
ネ
※
２

ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
に
つ
い
て
の
考
え

は
あ
る
か
。

答　

市
の
施
設
の
名
称
は
市
民
に
親

し
ま
れ
て
き
て
い
る
も
の
も
あ
る
。

歳
入
確
保
に
は
有
効
な
手
段
で
も
あ

る
の
で
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

問　

知
立
市
に
お
け
る
女
性
就
労
の

継
続
の
た
め
の
支
援
は
あ
る
か
。

答　

子
育
て
中
の
女
性
の
再
就
職
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
「
マ
マ
・
ジ
ョ
ブ
・

あ
い
ち
」
を
活
用
し
て
昨
年
度
か
ら

相
談
事
業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も

し
っ
か
り
応
援
し
て
い
き
た
い
。　

問　

交
通
の
要
所
で
あ
る
知
立
市
は
、

通
勤
・
通
学
な
ど
で
名
鉄
本
線
、
三

河
線
の
利
用
者
が
非
常
に
多
く
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
接
触
感
染
及

び
飛
沫
感
染
の
リ
ス
ク
が
高
い
。
感

染
拡
大
に
対
し
て
の
予
防
対
策
は
。

答　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
周
知
・
啓
発
。

イ
ベ
ン
ト
・
行
事
な
ど
の
中
止
や
規

模
縮
小
、
関
係
団
体
へ
の
周
知
・
推

奨
等
を
引
き
続
き
実
施
し
て
い
く
他
、

新
た
な
段
階
に
対
応
し
て
そ
の
都
度
、

対
策
本
部
会
議
を
開
催
す
る
。

問　

マ
ス
ク
や
消
毒
液
を
ど
の
程
度

備
蓄
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
備
蓄
を

使
用
す
る
際
の
基
準
等
は
。

答　

マ
ス
ク
の
備
蓄
は
、
大
人
用
約

９
万
２
千
枚
、
小
児
用
約
４
千
枚
、

消
毒
液
は
５
ℓ
入
り
の
容
器
88
本
。

こ
れ
は
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
発

生
時
の
集
団
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
、
緊

急
時
の
医
療
提
供
体
制
に
備
え
て
、

備
蓄
し
て
い
る
も
の
で
、
今
後
は
必

要
に
応
じ
速
や
か
に
提
供
し
て
い
く
。

問　

小
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
及
び

階
段
昇
降
機
導
入
計
画
は
。

答　

学
校
施
設
で
優
先
的
に
整
備
す

る
事
業
が
あ
る
中
で
、
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
設
置
は
莫
大
な
費
用
と
期
間
が
か

か
る
こ
と
か
ら
重
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
整
備
に
至
ら
な
い
の
が
現
状
。

肢
体
不
自
由
児
の
階
段
移
動
で
は
教

員
の
負
担
軽
減
や
児
童
の
不
安
解
消

の
た
め
、
特
に
昇
降
に
支
障
が
あ
る

学
校
に
対
し
、
階
段
昇
降
機
の
整
備

の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

公
明
党
　
杉
山 

千
春 

議
員

暮
ら
し
続
け
た
い

元
気
な
市
に
な
る
た
め
に

立
志
会
　
神
谷 

定
雄 

議
員

危
機
管
理
体
制
と

小
中
学
校
施
設
改
善

答

答答答 問問問

問

問

問問 答答

答

子ども食堂（西町）

知立西小学校（鳥居）

※１　各家庭で余った食品を持ち寄り、それを必要とする人々にフードバンクなどを通じて寄付する活動。
※２　公共施設等に名称を付与する権利（命名権）及びこれに付帯する諸権利等。
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問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
拡
大

が
、
非
常
に
心
配
さ
れ
る
。
国
の
専

門
家
会
議
で
も
説
明
さ
れ
た
よ
う
に
、

こ
こ
１
、
２
週
間
が
山
場
で
、
こ
れ

以
上
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
対
策
が

重
要
で
あ
る
。
国
も
よ
う
や
く
重
い

腰
を
上
げ
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
事
業

の
自
粛
要
請
を
し
て
、
遂
に
は
３
月

２
日
か
ら
、
全
国
全
て
の
小
中
高
校

や
特
別
支
援
学
校
を
、
休
校
と
す
る

要
請
を
打
ち
出
し
た
。
市
も
こ
の
緊

急
事
態
を
重
く
受
け
止
め
、
市
民
の

健
康
・
安
全
を
死
守
し
、
こ
の
国
難

を
一
丸
と
な
り
乗
り
切
る
よ
う
に
、

的
確
で
迅
速
な
対
応
を
図
る
べ
き
。

答　

大
変
な
事
態
と
思
っ
て
い
る
。

し
っ
か
り
対
策
本
部
を
立
ち
上
げ
て
、

市
民
の
健
康
や
生
命
を
守
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
市
と
し
て
決
意
を

持
っ
て
し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く
。

問　

10
月
よ
り
広
報
紙
の
発
行
回
数

を
、
月
２
回
か
ら
１
回
に
削
減
す
る

と
議
会
に
突
然
説
明
が
あ
っ
た
。
Ｉ

Ｃ
Ｔ
に
移
行
し
た
創
意
工
夫
で
、
情

報
の
充
実
を
図
る
と
い
う
。
し
か
し

拙
速
感
は
否
め
な
い
し
、
市
民
に
事

前
説
明
を
全
く
し
な
い
で
方
針
や
予

算
案
を
決
め
て
お
り
、
主
権
者
に
対

し
こ
の
手
法
は
大
変
遺
憾
で
あ
る
。

改
め
て
も
っ
と
丁
寧
な
、
民
意
を
尊

重
し
た
、
民
主
的
手
続
き
を
重
視
し

た
的
確
な
対
応
を
図
る
べ
き
だ
。

答　

10
月
１
日
号
よ
り
、
回
数
を
月

１
回
に
し
て
い
く
。
こ
の
半
年
間
で
、

市
民
に
周
知
し
理
解
を
求
め
て
い
く
。

問　

国
の
「
Ｇ

※
１

Ⅰ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
」
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に
１
人
１

台
の
パ
ソ
コ
ン
と
、
高
速
大
容
量
の

通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
体
的
な
整

備
を
進
め
て
い
る
。
令
和
５
年
度
ま

で
に
、
小
中
学
校
の
全
学
年
で
１
人

１
台
の
環
境
を
目
指
し
て
い
る
が
、

知
立
市
の
考
え
は
。

答　

令
和
２
年
か
ら
令
和
５
年
に
か

け
て
、
ま
ず
令
和
２
年
に
通
信
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
。
令
和
５
年
ま
で

に
小
中
学
校
の
全
学
年
に
児
童
・
生

徒
１
人
１
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
が

配
備
で
き
る
よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。

国
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
従
っ
て
、
交

付
金
確
保
に
向
け
検
討
し
て
い
く
。

問　

特
別
支
援
教
育
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
の
状
況
は
。

答　

小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級
に
、

教
師
用
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
配
置
、

デ
※
２

ジ
タ
ル
教
科
書
を
利
用
し
、
視
覚

的
支
援
に
活
用
し
て
い
る
。

問　
「
愛
知
県
が
ん
対
策
推
進
計

画
」
に
、
学
校
に
お
け
る
が
ん
教
育

の
推
進
と
あ
る
。
が
ん
教
育
は
子
ど

も
た
ち
自
身
の
健
康
の
大
切
さ
を
学

ぶ
重
要
な
機
会
に
な
る
と
思
う
が
、

知
立
市
の
取
り
組
み
は
。

答　

小
学
校
で
は
６
年
生
、
中
学
校

で
は
３
年
生
の
保
健
の
授
業
で
、
が

ん
の
正
し
い
知
識
に
つ
い
て
学
ん
で

い
る
。
今
後
は
、
外
部
人
材
の
活
用

や
、
医
療
関
係
者
と
の
連
携
な
ど
教

育
活
動
が
高
ま
る
よ
う
な
取
り
組
み

を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

立
志
会
　
風
間 

勝
治 

議
員

新
型
コ
ロ
ナ
危
機
管
理
体
制

広
報
紙
発
行
回
数
の
削
減

公
明
党
　
那
須 

幸
子 

議
員

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に

つ
い
て

問

問

答答

答答

問問問

答

※１　児童生徒１人に１台の学習者用パソコンと、クラス全員が一度にアクセスしても利用できる通信環境を整備するもの。
※２　紙の教科書をそのまま記録した電磁的記録である教材。
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問　

事
務
事
業
点
検
に
よ
り
、
数
え

80
歳
の
敬
老
祝
金
が
廃
止
さ
れ
、
難

病
の
特
定
疾
患
見
舞
金
、
心
身
障
害

者
扶
助
料
の
国
・
県
手
当
併
給
者
へ

の
支
給
、
３
人
乗
り
自
転
車
貸
出
事

業
も
廃
止
の
方
針
。
福
祉
手
当
や
補

助
金
の
削
減
ば
か
り
で
大
型
開
発
事

業
の
見
直
し
・
縮
小
が
な
い
。
大
型

事
業
優
先
の
対
応
で
は
な
い
か
。

答　

限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
新
規
事

業
拡
充
の
た
め
に
行
っ
て
い
る
。
建

設
事
業
、
鉄
道
高
架
事
業
な
ど
は
予

算
査
定
な
ど
で
点
検
を
し
て
い
る
。

問　

令
和
２
年
度
予
算
編
成
方
針
は
、

借
金
返
済
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
令
和

７
年
度
ま
で
に
毎
年
度
支
払
う
経
常

経
費
と
市
税
な
ど
自
由
に
使
え
る
経

常
財
源
の
割
合
を
平
成
30
年
度
の

91
・
２
％
か
ら
86
・
６
％
を
目
指
す

と
し
て
い
る
。
人
件
費
や
借
金
返
済

額
等
の
削
減
は
困
難
、
結
局
、
市
単

独
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
補
助
金
を
更

に
削
減
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
か
。
借
金
返
済
ピ
ー
ク
時
に
返
済

額
を
押
上
げ
て
い
る
の
は
鉄
道
高
架

事
業
等
の
大
型
事
業
関
連
で
は
な
い

か
。
大
型
事
業
が
栄
え
、
市
単
独
の

福
祉
等
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
が
枯
れ
る

こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
は
。

答　

市
債
は
建
設
事
業
の
占
め
る
割

合
が
多
い
。
近
年
は
教
育
関
係
が
増

え
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
が
増

え
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
犠
牲
に
し
て
い
く
考
え
は
持

っ
て
い
な
い
。

問　

市
の
町
内
組
織
は
区
長
の
も
と
、

１
年
間
を
役
員
と
一
緒
に
な
っ
て
町

内
活
動
と
公
民
館
を
中
心
と
し
て
運

営
。
そ
の
他
は
市
か
ら
行
政
の
依
頼

等
を
住
民
に
知
ら
せ
る
事
を
業
務
と

し
て
い
る
。
知
立
市
の
町
内
会
に
対

す
る
基
本
的
な
考
え
は
。

答　

近
年
、
自
治
意
識
の
低
下
や
担

い
手
不
足
に
よ
り
地
域
の
結
束
力
が

弱
ま
っ
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
誰
も

が
明
る
く
住
み
良
い
地
域
づ
く
り
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、
様
々
な
行
事
が

行
わ
れ
て
お
り
、
区
長
は
じ
め
地
区

役
員
の
苦
労
や
努
力
に
よ
り
支
え
ら

れ
て
い
る
。
町
内
会
は
地
域
住
民
の

誰
も
が
安
心
、
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ

う
自
ら
が
自
由
に
地
域
づ
く
り
に
参

加
で
き
る
場
で
あ
り
、
町
内
会
と
行

政
は
パ
ー
ト
ナ
ー
の
よ
う
な
関
係
。

問　

町
内
会
の
現
状
を
市
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。

答　

市
内
に
は
31
の
町
内
会
が
あ
り
、

面
積
や
世
帯
数
な
ど
の
違
い
は
あ
る

が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
地
域
の
特
色
を
活

か
し
た
様
々
な
活
動
を
し
て
い
る
。

し
か
し
、
近
年
は
こ
の
地
域
リ
ー
ダ

ー
の
担
い
手
が
お
ら
ず
、
と
り
わ
け

区
長
や
地
区
役
員
の
人
材
不
足
は
ど

こ
の
町
内
会
も
共
通
の
問
題
で
あ
る
。

い
ざ
と
い
う
と
き
の
防
災
や
安
心
、

安
全
の
た
め
共
助
の
観
点
か
ら
も
互

助
組
織
と
し
て
の
町
内
会
の
必
要
性

は
認
識
し
て
い
る
。 

日
本
共
産
党
知
立
市
議
団
　
佐
藤 

修 

議
員

市
政
運
営
・
福
祉
等
の

サ
ー
ビ
ス
廃
止
に
つ
い
て

市
政
会
　
三
宅 

守
人 

議
員

当
面
の
諸
課
題

町
内
会
と
市
の
関
係
に
つ
い
て

問

問

答答

答答

問問

新地公民館
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